
　　史跡山形城跡(2023)　本丸北堀土塁跡発掘調査　現地説明会資料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年11月25日（土）　山形市　企画調整部　文化創造都市課
調査要項

　遺　　跡　　名　　国指定史跡　山形城跡
　所　　在　　地　　山形市霞城町（霞城公園）
　遺　跡　番　号　　１番（山形県遺跡地図）
　調　査　期　間　　令和4年5月11日～11月30日（予定）
　調　査　面　積　　本丸北堀土塁跡（北東部）　約８００㎡
　調　査　原　因　　史跡山形城跡（霞城公園）整備事業（文化庁補助事業）
　遺　跡　種　別　　城郭（近世城郭）
　時　　　　　代　　近世・近現代
　遺　　　　　構　　堀跡・土塁中段石積遺構・土塁下段石積遺構・護岸石垣　など
　遺　　　　　物　　瓦類・陶磁器碗皿類・土師質土器・金属製品・石製品・須恵器土師器　など
　整備事業の主体　　山形市まちづくり政策部公園緑地課
　調　査　担　当　　山形市企画調整部　文化創造都市課
　

１　概要(史跡の立地及び周辺の環境)
　山形城跡は，最上義光が整備したといわれる本丸・
二ノ丸・三ノ丸からなる平城です。昭和61年に国史跡
指定を受けて以来整備に取り組み、二ノ丸東大手門や
本丸一文字門石垣などを復原し、新たなシンボルとな
っています。
　平成23年度より本丸西堀跡の調査と整備、同24年度
より本丸御殿跡の発掘調査を行い、最上氏時代の本丸
の遺構を発見しています。令和元年度からは、旧市営
球場跡地にかかわる「本丸北堀土塁跡・北不明門跡」
発掘調査を文化庁の補助を受けて行っています。
　城跡の周囲は市街地となっており、その中心に位置
します。市街北部を流れる馬見ヶ崎川による扇状地上
に立地し、本丸一文字門付近で海抜約130ｍを測り湧水
地帯に築かれた平城であったと考えられます。
　今回公開する「北堀土塁跡（北東部）」では堀跡の
屈曲部分を検出しました。また、土塁範囲からは江戸
初期の最上氏時代の山形城に係る遺構・遺物を発見し
ました。
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第１図　山形城跡調査区位置図

調査区

(本丸御殿跡)

４ 本丸北堀跡(北東部)出土の黒鯱瓦(眼部)

　本丸北堀跡（北東部）の瓦捨て場より出土した
もので、黒鯱瓦の右側眼部です。表面が著しく剥
がれていますが、眼の円形の孔(あな)の痕跡が残
っています。また、その周囲には工具で筋状に刻
まれた線刻が認められます。これは、瓦を作る際
の工程で『カキヤブリ』と呼ばれる接合痕です。
　ヘラやクシ状の工具（この工具をカキヤブリと
呼ぶ場合もあるそうです）で凹凸をつけることで
接合強度をあげるためのものです。
　そのため、この痕跡は眼の上の「眉(まゆ)」を
接合したものと考えられます。昨年度出土した鯱
瓦と比較すると理解出来ます。
　この鯱瓦は北土塁北東部瓦捨て場から出土した
ことは、当時本丸北東隅櫓『艮(うしとら)櫓』に
葺かれていたことを示すものと考えています。

５　本丸北土塁裾北東部の「瓦捨て場」

　令和４年度の調査で、土塁裾北東部(出隅)から
「瓦捨て場」と呼ぶ瓦の大量廃棄痕跡が見つかり
ました。その後の調査で瓦を回収するとその背後
から「土塁裾部護岸石垣」が出現しました。
　令和５年度はその続き部分を調査した結果、連
続する瓦捨て場を検出しました。昨年度の成果と
合せると少なくとも25ｍに及ぶことがわかり、未
調査区にさらに伸びると思われます。これらは鯱
瓦を含む多種の瓦廃棄痕で、本丸北東「艮櫓」に
由来するものと推定しています。まだ表面部分の
み取り上げていますので、今後多種多様な瓦が発
見されると考えています。

黒鯱瓦の出土状況及び部位名称位置図

眼

眉(まゆ)

(S=1/10)
0 20 cm40穿孔 割面

本丸南堀跡出土

赤鯱瓦(秋元時代?)

参考資料１
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本丸御殿跡出土

黒鯱瓦(最上時代)

参考資料２

眼・眉?

北堀土塁裾の瓦捨て場　調査状況

編集後記
　現地説明会開催に当たり関係各位に多大なご理解・ご協力を賜りましたこと誠に感謝申し上げます。なお、山形城跡の復
原整備事業に係り関連する資料を探しています。お心当たりの方は下記までご連絡下さいますようお願いします。
【お問い合わせ先】〒990-8540 山形県山形市旅篭町二丁目3番25号 山形市まちづくり政策部公園緑地課 ℡023(641)1212㈹
【編集・発行】山形市企画調整部　文化創造都市課　文化財係
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２　本丸北堀土塁跡【北東部】発掘調査の成果　

【本丸北堀跡北東部】～土塁裾部の瓦捨て場の広がり～

　
　令和４年度に確認した北東部を継続調査した結果、「瓦捨て場」の広がりと｢土塁中段石積遺構｣の
延伸を確認しました。また、新たに「土塁下段石積遺構」と命名した遺構を発見しました（下段石積
遺構については３にて詳述します）。瓦捨て場は新たに15ｍに渡り広がりを認め、更に西側に延びる
ようです。前年度発見した範囲を加え全長25ｍ以上に渡るようです。瓦は一部のみ取り上げています
が、黒瓦９割：赤瓦１割の比率で昨年度同様です。
　出土遺物では、黒鯱(ｼｬﾁ)瓦・赤鯱瓦の一部が出土しました。黒鯱瓦は眼の周囲の一部です。赤鯱瓦
は尾の先端部の一部です。製作年代を特定する証拠はありませんが赤鯱瓦は江戸中期以降で、黒鯱瓦
はそれ以前と推測しています。
　この鯱瓦の出土は、本丸北東隅の土塁上にあった『艮ノ方櫓』由来の瓦であることを示しており、
二階建て建物の瓦を多量に含んでいるため、今後の調査では「鳥居氏」時代から「水野氏」時代の瓦
の変遷をたどる可能性があります。
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土塁裾部瓦捨て場

★

最上氏時代石積遺構

最上氏時代瓦廃棄跡

カ ク ラ ン

カ ク ラ ン
S

S

古代遺構

取り上げ済 本丸北堀土塁裾部軸線 ( 護岸石垣 )

本丸北堀二ノ 丸土羽裾部軸線

本丸北堀土塁中段石積遺構軸線　 ☆最上氏時代の本丸軸線

⇒

土塁下段石積遺構 ( 江戸中期以後 )

【本丸北土塁跡】～土塁下部の新たな下段石積遺構の発見とその役割・機能～

　
　令和５年度の発掘調査で新たな『土塁下段石積遺構』を発見しました。それまで土塁裾部に「護岸
石垣」があり、堀水による土塁の洗掘（水の作用で土砂が崩れること）予防対策がなされていること
が確認されていました。「土塁下段石積遺構」は護岸石垣の上位にあたります。しかし、調査の結果
護岸石垣の構築以後経年による土砂の自然崩落層があり、その層位中に基底面を設けて石積みを行っ
たものと推察します。
　石積みは２～３段ですが、背後の裏込め層のみ確認できる部分も多く本来３段積みだった可能性も
あります。石は河川玉石で横長に配置した１段目に斜めに傾ける「矢羽積み」に近い工法をとってお
り、江戸時代中ごろ以降の補修のあとと推測します。文献記録では、寛政六年(1794)に本丸北不明門
石垣の修理が記録されているため、関連性があるのかもしれません。

３　本丸北土塁跡【土羽下部】発掘調査の成果　

土塁下段石積遺構

土塁中段石積遺構
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※①～④は現地説明会での案内順位です。
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